
<研究の概要>

近年、心や認知機能の不調は、医療や介護にかかる社会的
負担の増大と深く関係している。このため、生活習慣の改善に
よって不調を未然に防ぐ「予防」や「未病」への関心が高まって
いる。

本研究室では、身体活動や食事といった生活習慣が、心・認
知機能、ならびに脳機能、心拍動態、腸内細菌叢などの身体
機能とどのように関連するのかについて、基礎的研究を進め
ている。

① 運動と認知機能・心との関係
運動が認知機能および不安低減に及ぼす影響について、

脳活動、自律神経、瞳孔反応に着目し、その生理学的機
序を検討 (科研費: 「低強度運動による抑うつ気分軽減効
果の個人差とその関連要因の解明 (25K23304)」)

② 食事習慣と心との関係
食事習慣が血中炎症指標や腸内細菌叢といった身体の

乱れとどのように関連し、さらに不安などの心理的側面と
どのように関係するのかを明らかにするための検討

運動・食事を基盤とした認知機能および
心の健康支援に関する基礎研究
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